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広野町内でのごみの収集について
　11月および12月の広野町内でのごみ収集日は次のとおりです。 
　ごみステーション周りの汚れが大変目立ちます。ごみを出す場合は 「ごみと資源の分け方・出し方」 を確認し、 
指定ゴミ袋に分別して、 収集日当日に自宅近くのごみステーションボックス内に出してください。
　カセットボンベ・スプレー缶類を出す際は、爆発や火災など事故になる恐れもあります。
必ず使い切ってから穴をあけて出してください。なお、ライター類も同様に使い切ってか
ら出すようにしてください。 
　粗大ごみを出すときは、 南部衛生センター【℡0240-25-4609】へ３日前まで連絡してください。受付時間は、 
午前８時30分から午後３時45分までです。収集業者がご自宅まで回収しにお伺いします（有料です） 。
　ご家庭で不要となった衣類は、広野町役場、広野町公民館に古着リサイクルボックスを設置しています。
資源の再利用によるごみの減量にご協力ください。
　また、 古紙類（新聞、ダンボール、雑誌など）については、 広野町役場車庫にて随時回収しています。

広野町内ごみ収集カレンダー

・島村金物店　 ・渡辺金物店　 ・㈱四倉屋　 ・堀江商店　 ・福島さくら農協広野支店　 ・広野薬局
・セブンイレブン広野町店　 ・�ファミリーマートＪヴィレッジ前店　 ・二ツ沼直売所　 ・イオン広野店
・�ニューヤマザキデイリーストア広野みらいオフィス店　 ・�ローソン広野下北迫店　 ・�ローソン広野折木店

【指定袋販売店】

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9

可 燃
ペットボトル

不 燃 可 燃
プラスチック

10 11 12 13 14 15 16

可 燃
ペットボトル

カン類 可 燃
プラスチック

17 18 19 20 21 22 23

可 燃
ペットボトル

ビン類 可 燃
プラスチック

24 25 26 27 28 29 30

可 燃
ペットボトル

可 燃
プラスチック

11月

「混合油のガソリン缶」のごみの出し方について
　草刈り機などの燃料として使用される混合油の携帯用ガソリン缶は、キャップなどをした密閉の状
態ですと、内部で混合油が気化し、ごみ収集時やごみ処理中に火災が発生する恐れがあります。
　そのため、ごみとして出す際は次の点を守ってください。

①中身は使い切る　　②キャップを外す　③燃えないごみ用の袋に入れる
　皆さまのご理解ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

 問  双葉地方広域市町村圏組合　南部衛生センター　☎0240-25-4609
お問合せ時間／午前８時30分～午後５時15分

12 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

可 燃
ペットボトル

不 燃 可 燃
プラスチック

8 9 10 11 12 13 14

可 燃
ペットボトル

カン類 可 燃
プラスチック

15 16 17 18 19 20 21

可 燃
ペットボトル

ビン類 可 燃
プラスチック

22 23 24 25 26 27 28

可 燃
ペットボトル

可 燃
プラスチック

29 30 31

INFORMATION～まちからのお知らせ～

県立テクノアカデミー浜で令和２年度生を募集します
　南相馬市にある県立テクノアカデミー浜では、実
践技術を身に付け、地域企業で力強く活躍したい方
を対象に、一般入試を実施します。
　なお、一般入試は１次（11月）～５次（３月）
まで毎月実施予定（応募状況により実施しない場合
もあります。）です。

　募集科、人数、日程等の詳しい情報は、下記を御
確認ください。

記
・ 福島県立テクノアカデミー浜　ホームページ
　アドレス　http://www.tc-hama.ac.jp/
　または、
　☎0244-26-1555　学生募集担当まで

社団法人南双広域シルバー人材センターからのお知らせ
　令和元年９月１日にシルバー人材センター楢葉、
広野事務所が下記の場所に移転しました。

住所：�楢葉町大字下小塙字久保田63
　　　（楢葉町公民館　分館）
☎0240-23-7523

シルバー人材センター会員募集
　60歳以上の健康で働く意欲のある方で、剪定作
業・草取り・清掃作業・襖障子張り替えの就労希望
者を募集しています。

 問 �社団法人南双広域シルバー人材センター
　　☎0240-23-5240　または
      ☎0240-23-7523

令和元年度 多数傷病者対応訓練実施
　10月７日（月）令和元年福島県と双葉地方広域
市町村圏組合消防本部は、ＪＲ常磐線広野駅南側（想
定：帰還困難区域）踏切において電車と乗用車の衝
突事故で多数の傷病者が発生したとの想定で多数傷

病者対応訓練を実施しました。スクリーニングを行
い、県内各消防本部から集まった救急車が傷病者を
各医療機関に搬送する訓練等を行いました。


